
研 究 代 表 者
所属・職名 数理・情報学系 教授

氏 名 神 長 裕 明

研 究 課 題 協調ソフトウェア設計における構成技術要素・検討経緯間の関係性顕在化手法

成 果 の 概 要
本研究では、近年のソフトウェアシステム構成技術の複雑化傾向の中で重要性が増して
いる「協調ソフトウェア設計コンテクストの理解性向上」を目標として、システム構成要
素技術・検討経緯間の関係性蓄積・資源化支援の開発を試みた．本プロジェクト研究では、
協調設計で重要な位置を占める設計文書の作成過程において、検討経緯・構成要素技術と
その間の関係性の蓄積・活用を、設計文書推敲とあわせて効果的に行うことを可能とする
支援システムの開発を念頭に、１）異なる設計文書中の重要箇所とそれに関わる構成要素
技術、および、それらの間の関係性抽出手法、２）設計文書の作成・推敲過程における
「意図・経緯」の協調メンバによる共有支援手法、３）協調設計過程における重要箇所・
構成要素技術・意図経緯の関係性に対する協調メンバの留意を促すメカニズムの検討に取
り組んだ．これらを連携させたプロトタイプの開発を通して、既存手法の殆どが比較的統
一的表記が可能な定型的情報の管理・共有支援のみに止まっているのに対し、より散在し
がちな検討経緯等を構成要素技術・設計工程間の関係と連動した形で蓄積・活用するため
の資源化支援について、その基本的な枠組みを築くことができた．また、本プロジェクト
の構成メンバの専門を活かし、プロトタイプを用いた基礎的な検証、検討意図・経緯等の
視覚的提示方法や教育支援への応用可能性等に関する検討を行い、いくつかの知見を得る
ことができた．
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